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(1) 動機：日本は人口減少社会となり，人口減少に対

応した地域づくりが必要とされている．特に中山間

地においては 1970 年代以降人口減少・少子高齢

化が進み，それに伴い土地利用も変化しており，

その変化に対応した計画が必要とされている．しか

し，全国の中山間地を対象とした上で，人口動態と

土地利用変化に着目した研究はみられない．そこ

で本研究では，日本全国の中山間地域を対象に

人口動態と生産的土地利用（田及び農用地）の残

存・変化の傾向について明らかにすることを目的と

する． 

(2) 方法：農林水産省が定義する農業地域類型区分

の中間農業地域および山間農業地域を中山間地

域とし，GIS上でその地域を抽出する．また，中執し

た地域における 1975 年及び 2010 年国勢調査人

口メッシュデータおよび 1976 年及び 2009 年国土

数値情報土地利用細分メッシュデータを GIS 上に

てデータベース化した上で，人口動態と土地利用

変化について分析を行った．また，分析において

は生産的土地利用の差異に着目するため農業地

域類型区分における水田型・畑地型に着目した． 

(3) 結果：農業地域類型区分ごとの人口変化率（2010
年人口/1975 年人口）と生産的土地利用（水田型に

おいては田，畑地型においては農用地）の残存率

および粗放化（森林荒地への変化）率についてそ

れぞれ整理したものが図１および図２である．ここか

ら，中山間地域における人口動態と生産的土地利

用は水田型地域と畑地型地域で大きく傾向が異な

ることがいえる．水田型地域においては人口半減水

準以下になると水田の残存率が低下し，粗放化率

が増加する傾向がみられた．また，畑地型において

は，中間農業地域よりも山間農業地域の方が残存

率が高く粗放化率が小さいこと，人口減少率が高く

なるにつれて土地利用残存率が低下するといった

傾向はみられなかった．以上の結果より，中山間地

域においても地域の特性（水田型集落であるか，畑

地型集落であるか）によって土地利用の傾向が全

国的に異なることが明らかとなった． 
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図１: 農業地域類型ごとにみた人口変化率別 
生産的土地利土地利用残存率 

図２: 農業地域類型ごとにみた人口変化率別 
生産的土地利土地利用粗放化率 


